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万
一
に
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

| 

南
丹
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
|

　

洪
水
や
土
砂
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
河
川
や
、
崩
落
の
危
険
性
が
あ
る
山

斜
面
な
ど
を
調
査
し
て
回
る
「
防
災
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
５
月
28
日
に
実
施
。

佐
々
木
市
長
を
は
じ
め
京
都
府
南
丹
広

域
振
興
局
や
土
木
事
務
所
、
南
丹
警
察

署
、
園
部
消
防
署
、
市
消
防
団
な
ど
が

参
加
の
下
、
市
内
９
カ
所
の
現
状
を
確

認
。
そ
の
後
、
総
括
会
議
で
危
険
度
の

判
定
、
対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
に
は
危
険
個
所
や
避
難
場

所
一
覧
を
掲
載
し
た
総
合
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
市
内
各
戸
に
配
布
。
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

▲各部屋の床には柔らかいマットが敷かれています

▲つながりのある縦断的な支援の必要性を説く灘さん

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
子
ど
も
・
家
族
サ
ポ
ー
ト
し
て

個
々
の
輝
き
、
笑
顔
引
き
出
す

| 

南
丹
市
子
育
て
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　 

開
設
式
|

　

子
ど
も
の
発
達
支
援
相
談
事
業
、
療

育
事
業
、
日
中
一
時
預
か
り
事
業
を
包

括
し
て
行
う
「
南
丹
市
子
育
て
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
式
を
４
月
30
日

に
行
い
ま
し
た
。
旧
川
辺
保
育
所
を
改

築
し
た
同
施
設
（
園
部
町
船
岡
）
は
鉄

骨
平
屋
建
て
で
、
相
談
室
、
療
育
室
、

リ
ハ
ビ
リ
ル
ー
ム
、
日
中
一
時
ル
ー
ム
、

屋
外
に
遊
具
や
広
場
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
心
理
士
や
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、
医
師
な
ど
が
相
談

に
応
じ
、
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行

う
発
達
支
援
相
談
を
開
始
。
就
学
前
の

幼
児
一
人
一
人
に
合
っ
た
療
育
を
行
う

「
つ
く
し
園
」
は
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
、
日
常
生
活
で
支
援
が
必
要
な

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
の
一
時
預
か
り

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
発
達
障
害
を
考
え
る

会
ぶ
ど
う
の
木
」
に
委
託
し
て
５
月
１

日
か
ら
同
施
設
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
設
式
後
の
記
念
講
演
で
は
、
当
セ

ン
タ
ー
作
業
療
法
士
、
灘
裕
介
さ
ん
が

「
親
子
が
共
感
し
な
が
ら
育
ち
合
え
る

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲謝辞を述べる児童会本部役員の児童たち

▲全施設が完成した殿田小学校

新
し
い
校
舎
、
大
切
に
使
お
う

| 

殿
田
小
学
校
改
築
工
事
し
ゅ
ん
工
式
|

　

平
成
18
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で
行

っ
た
殿
田
小
学
校
の
改
築
工
事
が
完
了

し
、
５
月
21
日
に
し
ゅ
ん
工
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。

　

殿
田
小
学
校
の
旧
校
舎
や
体
育
館
は

昭
和
33
年
に
建
築
し
た
も
の
で
老
朽
化

が
激
し
く
、
耐
力
度
調
査
の
結
果
、
危

険
建
物
と
判
定
。
早
急
に
改
築
が
必
要

で
あ
っ
た
た
め
、
南
丹
市
が
誕
生
し
て

最
初
の
大
き
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
改

築
工
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
総
事
業

費
は
約
16
億
９
，
９
０
０
万
円
、
校
舎

と
体
育
館
の
全
面
改
築
と
同
時
に
、
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
を
併
設
し
た
日
吉
学
校
給

食
共
同
調
理
場
、
プ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

仮
設
校
舎
を
設
置
せ
ず
に
順
次
工
事

を
進
め
る
中
で
、
授
業
へ
の
影
響
を
最

小
限
度
に
と
ど
め
る
よ
う
配
慮
。
内
装

に
は
で
き
る
だ
け
木
を
使
い
、
自
然
光

を
取
り
入
れ
て
温
か
み
の
あ
る
明
る
い

学
び
の
空
間
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

し
ゅ
ん
工
式
で
は
、
児
童
会
本
部
役

員
６
人
が
感
謝
の
気
持
ち
を
発
表
。
旧

校
舎
で
の
思
い
出
や
、
「
ず
っ
と
き
れ

い
に
使
い
た
い
」
「
思
い
出
を
い
っ
ぱ

い
作
り
た
い
」
と
、
期
待
に
膨
ら
む
新

し
い
学
び
舎
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
度
に
五
ヶ
荘
小
学
校
と
統

合
し
、
現
在
全
校
児
童
１
２
８
人
。
新

た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

「
あ
り
の
ま
ま
」
を
認
め
よ
う

  

| 

南
丹
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

 

　 

「
福
祉
教
室
」|

　

５
月
28
日
、
地
域
の
福
祉
推
進
、
見

守
り
や
支
援
活
動
を
行
う
民
生
児
童
委

員
が
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
に
集
い
、

総
会
と
福
祉
教
室
を
開
催
。
京
都
美
山

高
等
学
校
の
〝
歌
う
校
長
〞
、
大
野
実

氏
に
よ
る
「
夢
の
種
ま
き
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
ら
も
経
験

し
た
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
に
悩
む
生

徒
に
勇
気
を
与
え
て
自
立
を
支
援
す
る

大
野
さ
ん
は
、
「
子
ど
も
は
本
当
に
傷

つ
き
や
す
い
。
あ
り
の
ま
ま
を
認
め
、

丸
ご
と
愛
し
て
自
信
を
与
え
て
や
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
出
席
者
に
語
り
か
け
ま

し
た
。

▲歌あり、笑いあり、涙ありの講演 ▲危険個所の状況を確認（八木町地内）
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女
性
の
つ
な
が
り
広
く
深
く
、

住
み
良
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

| 

南
丹
市
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　 

発
足
|

　

市
内
の
各
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
た

ち
が
交
流
を
深
め
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
す
「
南
丹
市
女
性
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
が
６
月
27
日
に
発

足
。
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で
行
わ
れ

た
発
足
総
会
で
は
、
会
則
や
事
業
計
画

に
つ
い
て
協
議
、
準
備
会
代
表
を
務
め

た
野
々
口
き
ぬ
ゑ
さ
ん
が
会
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
キ
ラ
リ
な
ん
た
ん
！
」

の
開
催
に
取
り
組
む
ほ
か
、
本
会
を
交

流
拠
点
に
広
く
女
性
団
体
の
活
動
紹
介

や
情
報
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▲発足に向けて協議が行われた準備会の様子

循
環
資
源
へ
の
取
り
組
み
評
価

| 

八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

　
「
新
エ
ネ
百
選
」
に
選
定
|

　

全
国
で
い
ち
早
く
メ
タ
ン
ガ
ス
を
利

用
し
た
大
規
模
な
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
「
南
丹
市
八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ

ー
セ
ン
タ
ー
」
（
八
木
町
諸
畑
）
が
、

経
済
産
業
省
お
よ
び
独
立
行
政
法
人
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
実
施
の
「
新
エ
ネ
百
選
」
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
９
年

度
に
完
成
以
来
、
地
球
環
境
に
優
し
い

バ
イ
オ
ガ
ス
を
発
電
な
ど
に
利
用
。
液

肥
を
農
地
に
還
元
し
、
循
環
型
農
業
で
安

全
な
農
作
物
の
供
給
を
し
て
い
ま
す
。

▲緑のタンクが目印のバイオエコロジーセンター
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